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平成25年 議会報告会 第２号
● 平成 25 年度予算について
● 震災復興事業、論点・争点等
● 質疑応答
● 参加者からのアンケート結果

た
。
報
告
に
対
し
、
数
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
司
会
者
か
ら
挨
拶
を
か
ね

て
市
議
会
の
概
要
報
告
を
行
い
、
市
議
会

議
長
の
挨
拶
の
後
、
予
算
特
別
委
員
会
委

員
長
・
同
副
委
員
長
・
産
業
建
設
常
任
委

員
会
委
員
長
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。　

　
塩
竈
市
議
会
は
各
会
派
か
ら
８
名
の
実

行
委
員
を
選
出
し
、
７
回
の
実
行
委
員
会

を
開
き
ま
し
た
。

は
「
平
成
25
年
度
予
算
」
「
東
日
本
大
震

災
の
復
興
」
「
２
月
議
会
の
論
点
・争
点
」

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
１
０
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し

　
塩
竈
市
議
会
は
５
月
12

日
（
日
）
第
２
回
市
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
報
告
会
で

１

【
報
告
者
】予
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
志
子
田
吉
晃

一
般
会
計
３
５
１
億
８
千
万
円
（
う
ち
震

災
復
興
予
算
１
５
２
億
３
４
３
６
万
円
）

（
特
徴
）
予
算
規
模
は
前
年
度
よ
り
71
億

７
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
歳
入
面
で

は
自
主
財
源
の
割
合
が
復
興
交
付
金
か
ら

の
繰
入
れ
に
よ
り
、
昨
年
の
24
％
か
ら
今

年
度
は
42
％
に
増
加
し
ま
し
た
。
歳
出
面

で
は
、
昨
年
96
億
円
あ
っ
た
災
害
廃
棄
物

処
理
の
衛
生
費
が
41
億
円
に
減
り
、
土
木

費
は
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
費
等
で
21
億

円
か
ら
95
億
円
に
大
幅
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
定
例
会
審
議
内
容
）
初
め
に
、
平
成
24

年
度
の
補
正
予
算
（
議
案
第
１
号
～
11
号
）

が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
続
い
て
（
議
案
第
12
号
～
27
号
ま
で

の
）
条
例
案
と
、（
28
号
～
40
号
ま
で
の
）

予
算
案
が
一
括
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
佐
藤
市
長
か
ら
施
政
方
針
が
述
べ

ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
各
会
派
か
ら
総
括

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
に
は
、
施
政
方
針
に
対
す
る

質
問
が
行
わ
れ
、
税
収
・
子
育
て
・
市
立

病
院
・
子
供
医
療
助
成
や
、
住
宅
改
修
・

地
域
防
災
計
画
・
水
産
振
興
策
な
ど
に
つ

い
て
、
ま
た
、
２
月
27
日
に
は
、
港
湾
整

備
・
災
害
廃
棄
物
・
商
店
街
支
援
・
魚
市

場
事
業
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
、
予
算

特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
平
成
25
年
度

の
一
般
会
計
と
、
企
業
・
特
別
会
計
の
予

算
案
と
関
連
す
る
条
例
等
の
審
査
を
慎
重

に
進
め
、
議
案
第
12
号
か
ら
第
40
号
に
つ

い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
意
見
・
要
望
項
目

◎
財
源
確
保
策　
◎
交
通
安
全
対
策

◎
文
化
財
保
護
審
議
会　
◎
児
童
虐

待
・
Ｄ
Ｖ
防
止
策　
◎
保
育
所
運
営　

◎
認
知
症
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制　

◎
市
立
病
院
経
営
健
全
化　
◎
魚
市
場

の
高
度
衛
生
管
理
型
・
荷
捌
き
所
整
備

事
業　
◎
仮
設
店
舗
設
置
運
営
事
業　

◎
観
光
誘
致
対
策　
◎
浦
戸
交
通
経
営

健
全
化　
◎
漁
船
誘
致
・
水
揚
げ
量
増

加
策　
◎
水
道
事
業
の
経
営
改
革

平
成
25
年
度
予
算
に
つ
い
て

第
２
回
塩
竈
市
議
会
報
告
会
・

エ
ス
プ
塩
竈 

１
０
０
人
参
加

参加いただいた市民の皆様



【
報
告
者
】産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
香
取
嗣
雄

　
塩
竈
市
議
会
で
は
、
発
災
後
の
平
成
23

年
４
月
28
日
に
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
８
月
５
日

市
長
に
34
項
目
に
わ
た
る
災
害
復
旧
の
た

め
の
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
城
県
知
事
・
宮
城
県
議
会
議

長
、
衆
議
院
議
長
、
内
閣
府
副
大
臣
、
東

日
本
大
震
災
復
興
対
策
大
臣
に
復
旧
・
復

興
等
の
要
望
書
を
提
出
し
、
復
旧
・
復
興

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
震
災
復
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
震
災
復

興
計
画
に
基
づ
き
「
長
い
間
住
み
な
れ
た

土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も

送
れ
る
よ
う
に
」
を
基
本
理
念
と
し
復
興

期
間
を
お
お
む
ね
10
年
間
と
し
て
、
多
く

の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
復
興
交
付
金
事
業
計
画
は
平
成

23
年
度
か
ら
５
年
間
で
、
こ
れ
ま
で
５
回

の
交
付
金
事
業
が
決
定
さ
れ
、
約
３
０
０

億
円
の
事
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
再
建
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
、
産
業
・
経
済
の
復

興
等
、
予
算
が
で
き
う
る
限
り
効
果
的
に

執
行
で
き
る
よ
う
に
本
会
議
、
委
員
会
で

質
疑
、
要
望
等
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
復
興
計
画
は
、
生
活
再
建
を
最
優

先
に
し
な
が
ら
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
て

現
在
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

［
港
町
周
辺
地
区
］地
盤
沈
下
し
た
地
区

内
の
道
路
の
か
さ
上
げ
や
側
溝
の
整
備
、

県
道
の
拡
幅
、
ま
た
ポ
ン
プ
場
施
設
や
貯

留
施
設
な
ど
の
強
化
に
よ
る
本
工
事
。

［
北
浜
地
区
］土
地
区
画
整
理
事
業
の
認

可
に
よ
る
整
地
造
成
。

［
本
塩
釜
駅
前
周
辺
地
区
］海
岸
通
１
・

２
番
地
区
の
再
開
発
に
向
け
て
、
準
備
組

合
が
発
足
し
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た

話
し
合
い
、
ま
た
事
業
実
施
を
図
る
た
め

事
業
協
力
者
を
準
備
組
合
で
公
募
。

［
藤
倉
地
区
］土
地
区
画
整
理
事
業
と
合

わ
せ
た
新
浜
町
杉
の
下
線
の
拡
幅
整
備
。

［
新
浜
地
区
］水
産
加
工
業
施
設
整
備
等

支
援
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

［
浦
戸
地
区
］漁
港
の
浮
き
桟
橋
や
道
路
、

物
揚
げ
場
等
漁
港
施
設
の
復
旧
工
事
。

［
災
害
公
営
住
宅
］市
内
と
市
外
で
被
災

さ
れ
た
方
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
、
合
計
３
８
０
戸
が
計
画
さ
れ
、
伊

保
石
、
錦
町
は
平
成
25
年
度
完
成
予
定
。

　
今
後
も
復
興
に
あ
た
り
、
長
い
道
の
り

を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
塩

竈
の
再
生
と
復
興
を
願
い
、
塩
竈
市
議
会

も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
一
緒
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２

議
案
第
30
号　
国
保
会
計
予
算　

議
案
第
35
号　
介
護
保
険
会
計
予
算

議
案
第
36
号　
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

予
算

議
案
第
13
号　
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例議
案
第
14
号　
塩
竈
市
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

反
対　
平
成
25
年
３
月
ま
で
市
長
15
％
、

副
市
長
10
％
、
教
育
長
７
％
給
与
を
削
減

し
て
い
た
。
今
回
そ
れ
ぞ
れ
10
％
、
５
％
、

５
％
に
す
る
の
は
、
実
質
増
額
と
な
る
の

で
反
対
す
る
。

賛
成　
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
は
就
任

以
来
本
来
支
給
さ
れ
る
べ
き
給
与
を
削
減

し
、
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
改
善
す

る
た
め
市
役
所
一
丸
で
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。
震
災
復
興
の
た
め
本
年
も
削
減
す

る
も
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

議
案
第
28
号　
平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
〔
３
５
１
億
８
千
万
円
〕

▽
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

【
報
告
者
】予
算
特
別
委
員
会

副
委
員
長　
浅
野
敏
江

反
対　
今
予
算
は
行
革
推
進
の
た
め
、
事

業
の
外
部
委
託
が
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
や
臨
時
保
育
士
の
身
分
、
賃
金
低
下
で

他
の
地
域
に
転
職
、
そ
の
結
果
、
職
員
不

▽
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

反
対　
東
日
本
大
震
災
で
住
家
等
の
全
半

壊
等
の
被
災
者
に
継
続
し
て
い
た
医
療
費

の
窓
口
減
免
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
・
後
期

高
齢
者
医
療
費
減
免
が
打
ち
切
り
に
な
る

た
め
反
対
す
る
。

賛
成　
国
保
会
計
の
減
免
に
関
す
る
市
の

負
担
は
、
国
、
県
の
全
面
財
政
支
援
が
な

け
れ
ば
困
難
と
の
当
局
の
見
解
を
理
解
す

る
。
介
護
に
関
し
て
は
国
の
対
応
が
決
め

手
で
あ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
し
て

は
広
域
連
合
と
市
の
緊
密
な
連
携
の
中
で

適
正
に
判
断
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
で

賛
成
す
る
。

▽
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

足
等
の
影
響
が
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成　
第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
推
進
と

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
、
最
大
規
模

の
予
算
で
あ
り
、
市
民
の
予
防
接
種
・
子

供
医
療
費
助
成
の
拡
大
や
魚
市
場
整
備
等

の
早
期
復
興
に
向
け
た
予
算
で
あ
り
、
賛

成
す
る
。

震
災
復
興
事
業
に
つ
い
て

論
点
・
争
点



Ｑ　
市
の
財
政
で
44
億
円
不
足
と
さ
れ
て

　
い
る
。
そ
の
た
め
の
財
源
確
保
は
。

　
①
市
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

　
②
市
立
病
院
の
単
年
度
黒
字
と
市
の
支

　
出
は
い
く
ら
か
。

　
③
議
員
の
定
数
削
減
と
議
員
報
酬
カ
ッ

　
ト
は
。

Ａ　
①
第
３
次
行
財
政
改
革
推
進
計
画
で

　
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
５
年

　
間
で
44
億
円
の
財
源
不
足
が
示
さ
れ
て

　
い
る
。
平
成
24
年
度
は
市
税
の
増
が
見

　
込
ま
れ
る
が
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、

　
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
地
方
公
務
員
の

　
給
与
削
減
は
難
し
い
と
思
う
が
、
議
会

　
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。　

　
②
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
黒

　
字
化
に
努
力
し
て
い
る
。
小
児
科
医
師

　
が
退
職
し
た
が
、
そ
の
後
医
師
を
確
保

　
を
し
て
い
る
。

　
③
前
回
定
数
削
減
の
賛
否
が
問
わ
れ
協

　
議
の
結
果
３
名
削
減
と
な
っ
た
。
議
員

　
報
酬
は
平
成
８
年
度
以
降
据
え
置
き
の

　
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
市
の
観
光
は

Ａ　
「
社
と
さ
か
な
の
ま
ち
」
と
し
て
水

　
産
業
と
仲
卸
市
場
の
振
興
を
心
が
け
て

　
い
る
。
平
成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し

　
魚
市
場
の
全
面
改
修
も
始
ま
っ
て
い
る
。

Ｑ　
水
族
館
と
震
災
復
興
状
況
に
つ
い
て

Ａ　
水
族
館
は
民
間
事
業
な
の
で
、
計
画

　
進
行
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。
復
興

　
状
況
は
平
成
23
年
度
解
体
１
８
２
１
件
、

　
24
年
度
１
６
７
件
で
あ
る
。
災
害
公
営

　
住
宅
完
成
は
伊
保
石
地
区
が
平
成
25
年

　
12
月
、
錦
町
地
区
が
来
年
４
月
を
予
定
。

　
清
水
沢
地
区
は
平
成
27
年
を
目
指
し
て

　
い
る
。

Ｑ　
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
一
覧
表

　
の
平
成
23
年
度
、
決
算
に
か
か
る
一
次

　
仮
置
場
管
理
業
務
委
託
12
億
８
千
万
円

　
の
業
者
名
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
復
興
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
一

　
覧
表
、
平
成
23
年
度
決
算
と
の
整
合
性

　
が
な
い
。

　
　
復
旧
連
絡
協
議
会
の
平
成
23
年
度
、

　
24
年
度
の
委
託
費
21
億
円
と
同
協
議
会

　
の
解
散
の
理
由
に
つ
い
て
・
同
協
議
会

　
の
36
社
の
ど
の
業
者
が
入
っ
て
い
る
の

　
か
、
市
民
に
知
る
権
利
が
あ
る
。

Ａ　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に
設

　
置
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で
調
査
し
議

　
会
本
会
議
で
報
告
す
る
。

Ｑ　
一
般
会
計
衛
生
費
前

　
年
比
マ
イ
ナ
ス
56
・
７

　
％
削
減
の
理
由
に
つ
い

　
て
伺
い
た
い
。

Ａ　
衛
生
費
の
震
災
瓦
礫

　
処
理
で
平
成
24
年
度
の

　
瓦
礫
は
お
お
む
ね
片
づ

　
い
た
。

Ｑ　
議
会
だ
よ
り
１
ペ
ー

　
ジ
増
と
月
１
回
の
発
行

　
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
予
算
の
都
合
上
限
度

　
が
あ
る
。

Ｑ　
特
別
学
級
は
市
で
ど

　
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
総
務
教
育
常
任
委
員

　
会
で
調
査
を
行
う
。

Ｑ　
本
塩
釜
か
ら
の
街
路

　
に
ヤ
ナ
ギ
が
あ
っ
た
。

　
今
後
、
木
の
植
栽
や
道

　
路
に
ベ
ン
チ
の
設
置
を

　
お
願
い
し
た
い
。

３

報

告

後

の

主
な
質
疑
応
答

報告会の様子



【
内
容
に
つ
い
て
】

・
良
く
わ
か
っ
た　
13
人
（
22
・
５
％
）

・
普
通　
　
　
　
　
24
人
（
41
・
３
％
）

・
分
り
に
く
い　
　
17
人
（
29
・
３
％
）

・
不
明　
　
　
　
　
４
人
（
６
・
９
％
）

【
時
間
配
分
に
つ
い
て
】

・
適
切
だ
っ
た　
　
31
人
（
53
・
４
％
）

・
長
か
っ
た　
　
　
８
人
（
13
・
８
％
）

・
短
か
っ
た　
　
　
７
人
（
12
・
１
％
）

・
な
し　
　
　
　
　
12
人
（
20
・
７
％
）

【
参
加
者
の
主
な
ご
意
見
】

・
２
回
目
の
報
告
会
で
す
が
、
質
疑
応
答

　
に
時
間
を
も
っ
と
多
く
取
ら
れ
た
方
が

　
良
い
と
思
う
。

・
復
興
住
宅
の
建
設
を
急
い
で
も
ら
い
た

　
い
。
ま
た
町
内
会
に
も
連
絡
が
欲
し
い
。

・
市
民
の
方
々
の
意
識
が
高
く
な
っ
て
き

　
て
い
る
。
質
問
の
中
身
を
聞
い
て
も
関

　
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
議
会
と
し
て
よ

　
り
以
上
の
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
う
い
う
機
会
を
増
や
す
事
が
必
要
で

　
あ
る
。

・
参
加
者
が
少
な
い
。
も
っ
と
多
く
の
市

　
民
参
加
を
目
標
と
し
て
、
計
画
を
し
て

　
ほ
し
い
。

・
質
疑
応
答
の
件
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の

　
方
に
質
問
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

　
一
人
一
問
の
割
合
で
さ

　
れ
て
は
ど
う
か
。

・
観
光
を
念
頭
に
お
い
た

　
街
づ
く
り
を
お
願
い
し

　
た
い
。

・
質
疑
応
答
に
も
っ
と
時

　
間
を
取
ら
れ
た
方
が
良

　
い
と
思
う
。

・
第
２
回
と
い
う
こ
と
で

　
非
常
に
良
い
会
で
す
の

　
で
今
後
も
続
け
て
ほ
し

　
い
。

・
終
了
後
に
個
人
的
な
要

　
望
意
見
な
ど
の
コ
ー
ナ

　
ー
を
設
け
て
も
良
い
と

　
思
う
。

・
市
議
会
だ
よ
り
を
月
１

　
回
の
発
行
に
し
て
は
ど

　
う
か
。

・
災
害
復
旧
連
絡
協
議
会

　
の
件
は
最
優
先
に
取
り

　
組
ん
で
ほ
し
い
。

・
小
さ
な
問
題
に
も
力
を

　
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ほ

　
し
い
。

・
市
町
村
の
合
併
。

・
報
告
会
の
Ｔ
Ｖ
中
継
。

・
Ｐ
Ｒ
不
足
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
。

・
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

４

【
挨　
拶
】　
嶺
岸
淳
一

【
答
弁
者
】

　
志
子
田
吉
晃
、
浅
野
敏
江
、
香
取
嗣
雄
、

　
阿
部
か
ほ
る
、
曽
我
ミ
ヨ

【
受　
付
】

　
伊
藤
栄
一
、
小
野
絹
子
、
菊
地
進
、

　
田
中
徳
寿

【
場
内
整
理
】

　
鎌
田
礼
二
、
志
賀
勝
利
、
小
野
幸
男

【
司　
会
】　
佐
藤
英
治
、
伊
勢
由
典

【
記　
録
】　
西
村
勝
男
、
高
橋
卓
也

　
第
２
回
市
議
会
報
告
会
へ
の
皆
様
の
御

参
加
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
当
日
の
議
会
報
告
及
び
ご
意

見
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
内
容
に
つ
い
て
、

掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
御
一
読
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
お
寄
せ
頂
い
た
御
意

見
は
、
次
回
に
生
か
し
、
更
な
る
議
会
改

革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
浅　
野　
敏　
江

　
市
議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

委
員
長　
　
佐　
藤　
英　
治

議
会
報
告
会
担
当
議
員

編　

集　

後　

記

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

議会報告会終了後


